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本論文は3軸加速度センサ、3軸角速度センサ及び6軸モーションセンサの研究開発に関するもの
である。著者が本研究開発に着手した1988年頃まではこれら慣性センサは殆どが1軸センサであっ
たが、本研究によってMEMS技術を用いて検出部を3次元構造にすることで1個の検出素子で3軸加
速度や3軸角速度を検出できることを証明した。また、3軸角速度センサを応用し、信号処理回路を
工夫することで6軸モーションセンサの開発にも成功した。これらの研究開発は市場のニーズに合
致し、開発に着手し18年経過した現在、特に、本研究開発で得られた加速度センサの市場はIT分野
を中心に拡大し、多くの民生品で広く使われるに至った。

そこで、第1章では開発着手から現在までの研究の経緯と、そこで得られた技術を基に実際に工
業化されたピエゾ抵抗型3軸加速度センサ、静電容量型3軸加速度センサ及び圧電型3軸加速度セン
サの性能や用途等について示した。さらに、多軸角速度センサと多軸モーションセンサについても
市場の拡大と今後の展望について示した。

第2章では、第1章に示したピエゾ抵抗型3軸加速度センサ、圧電型3軸加速度センサ及び静電容量
型3軸加速度センサの検出原理、製造方法そして特徴について示した。更に、3軸検出のメリットを
生かし、他軸感度が簡単な行列演算で補正されることを明らかにした。

第3章では、多軸角速度センサの検出原理と設計手法を示し、実際に静電容量型2軸角速度センサ
と圧電型3軸角速度センサの開発を行い、原理的に1個の検出素子で2軸角速度成分又は3軸角速度成
分を検出することが出来ることを証明した。

第4章では、第3章で示した角速度センサを応用し、加速度と角速度の周波数成分の違いを利用し
て1個の検出素子で角速度と加速度を同時に検出することを立証し、静電容量型5軸モーションセン
サと圧電型6軸モーションセンサを開発し、実用化に必要な基本性能を有していることを示した。
また、第3章で示した設計手法の有効性も示した。

第5章では、本研究で開発された3軸加速度センサ、角速度センサ及びモーションセンサについて
総括し、検出原理による性能の違いを示した。


